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市からのお知らせ・情報は
こちらから

メール配信サービス
　防災、気象、防犯・学
校情報は刈谷
市メール配信
サービスをご
利用ください。

　暮らしの情報が手軽に
受け取れます。ぜひ、ダ
ウンロードしてください。

▲届かない▲配布不要

LINE
　受け取る情報の選択、
オンライン申
請などができ
ます。

かりや市民だより　　1001617
　毎月1日に発行し、
発行日までにお届けし
ています。電子版を読
んでいて紙配布が不要
な場合や、届かない場
合は、　または電話で
広報広聴課（☎62-1001）へ。

QR
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表紙の裏 側
　なのはな児童館で開催している親子キッズチア。柔軟体操
や手押し車などのウォーミングアップを行った後、それぞれ
に配られたキラキラのポンポン
に子どもたちは大喜び。講師が
基本のポーズを見せると、初め
てのチアダンスに少し緊張した
表情を見せながらも、音楽がか
かると親子で楽しそうに体を動
かしていました。

　刈谷市ハーモニーカンパニーとして、新たに関興業
㈱を認定しました。女性活躍推進に積極的に取り組ん
でいる市内の事業者を認定する制度で、今回で計24社
の認定となりました。中小企業を取り巻く環境におい
て、人手不足の解消や仕事と家庭の両立が可能な社会
の実現が求められている中で、女性の活躍推進に取り
組む企業の皆さまに敬意を表します。本市としまして
も、こうした取組を進めやすい環境づくりに努めてま
いります。
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※対 どなたでも、 定 特になし、 ￥ 無料の場合は省略。
※申  はメニューの便利機能タブ､ 予約ボタンから申込み。
※あいち電子申請・届出システムは、一部のスマホなどで
　利用できない場合があります。
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 HP検索用番号

カンガルールーム　 1012227
　マークの記事はカンガルールームで6カ月
以上の未就学児をお預かりします。
※利用は市内在住、在勤または在学の人のみ。

8 歴史博物館企画展
刈谷のスポーツ史 ～する みる ささえる～

9 総合運動公園にカフェなどがオープン、
於大の方 生誕500年記念 ロゴマーク募集

10 市県民税・森林環境税

11 自治会に加入しましょう、
認知症家族支援プログラム

12 豊田自動織機シャイニングベガ 特別招待、
洲原公園レクリエーション施設 テニス教室、
総合文化センターイベント

13 大学連携講座、子ども・親子文化体験講座

14 情報公開請求および
個人情報開示請求の実施状況、
刈谷市アジパラニュース

24 7月の相談など

25 日曜等当直医、日曜等水道工事日直ほか

26 TEAM刈谷の挑戦、かりや歴史探訪

27 カメラだより

・・・・・・  情報コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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4  特集  がんの話をしよう
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プロフィール
　今川町出身、62歳。刈谷高校野球部時代には、
エースとして夏の県大会準決勝まで勝ち進み、工
藤公康投手を擁する名古屋電気高校（現・愛工大
名電高校）と対戦。

▲昨年の海の日に行われたプロ野球始球式の様子

▲瀬口さんが高校生の
　ころの刈谷市駅前 ▲準決勝終盤の円陣

日本テレビ
野球中継

公式YouTube

日本の海の治安を守る砦
とりで

　「海の平和を守らなければ日本は成り立たない」と話すの
は、海上保安庁長官の瀬口さん。海上保安庁は、日本の沿岸
水域における犯罪の取締り、海難の防止、安全の確保、環境
保全などを任務としています。「日本は島国なので、船での
輸入や漁業が盛んで、海難も多い。海の安全や秩序を守るこ
とに海上保安官一同、誇りをもって任務にあたっている」と
力強く話します。

国を守るということ
　海軍出身の父の影響で幼少期から海への憧れがあった瀬
口さん。「父から船や飛行機、海の話をお風呂で聞いていた。
中学生くらいの時には船に関係する仕事に就きたいと思って
いた」と笑顔で話します。高校卒業後は、船に乗る仕事に就
くには海上保安庁が一番という思いで海上保安大学校に入学
し、海への第一歩を踏み出しました。
　海上保安庁に入庁後、最初に赴任した北海道・根室では、
北方四島付近の領海警備にあたりました。漁業を行う日本の
漁船が、旧ソ連の国境警備隊に拿

だ ほ

捕されないように守る役割
を担い、「国を守るということの大切さと厳しさ、さらに北
海道の厳しい自然環境も相まって印象深い」と当時の思いを
話します。その後は鹿児島で尖閣諸島の警備も経験。「尖閣
には人はいないが、日本にとっては重要な場所。そこでの警
備はとても貴重な経験」と語ります。
　長官としては、特に現場力の強化に尽力。「海上保安庁の
組織の根源は現場。ベテランの培ってきた技術や知識を若手
に伝承する環境づくりを意識してきた」と語気を強めます。

海の未来を守る礎を
　尖閣諸島をはじめ、日本の安全保障環境が厳しい状況にあ
る中、今までなかった対策も進めています。「ドローンの対
応など、新たな体制を整え、強

きょうじん

靭で持続可能な組織づくりを
進めていく。自分が退任してからも組織づくりは続くので、
その道標を残したい」と意気込みます。
　質実剛健の精神のもと、毅

き ぜ ん

然と海の秩序を守ってきた瀬口
さん。今後も後進の育成に力を注ぎ、日本の海の未来を守り
続けます。

の原動力！
部活帰りの思い出 あの夏の後悔

高校の部活後は、刈谷市
駅周辺のお店で仲間とおで
んや焼きそば、揚げあんま
きをよく食べていました。

高校最後の夏の大会準決勝、終
盤に投手としてマウンドに立つこと
を恐怖心から断ってしまい、結局負
けてしまいました。その時の後悔
が、仕事の原動力になっています。

第48代海上保安庁長官

瀬
せ ぐ ち

口 良
よ し お

夫 さん

刈谷にゆかりのある輝く人を紹介します！
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